
公益財団法人北海道農業公社 
令和４年度 第１回入札監視委員会審議概要 

 

開催日  令和４年 ４月１５日（金） 

場 所  公益財団法人北海道農業公社 ５階会議室 

委員長  伊藤 隆道 （弁護士） 

委 員  太田 武司 （公認会計士、税理士） 

委 員  長澤 徹明 （北海道大学名誉教授） 

議事等 

１ 報告事項 

（１）令和３年度入札結果に関する状況について 

（２）令和３年度下期（１０月～３月）入札結果に関する審議案件について 

２ 審議事項 

（１）令和３年度下期（１０月～３月）に関する審議案件の審議について【総件数４件】 

○建設工事【制限付一般競争入札】 

ア 畜産担い手育成総合整備事業（再編整備事業）留萌中部地区 第８２工区 

 イ 畜産担い手育成総合整備事業（再編整備事業）枝幸地区 第８２工区 

○委託業務【指名競争入札】 

ア 畜産環境整備事業（資源リサイクル事業） 黒松内地区 第２委託 

イ 畜産担い手育成総合整備事業（再編整備事業）留萌中部地区 第４２委託 



【審議概要】 
委員からの意見・質問等、それに対する回答・説明等の概要は次のとおり。 

委員からの意見・質問等 回答・説明等 

○制限付一般競争入札（建設工事） 

（建築Ａ・農業土木Ａ等級工事） 

・応札者が１者では、競争の原理が働いてい

ないように感じるが、受付期間を延長するな

どの対応はしないのか。 

・落札額が高いのは、どのような理由が考え

られるか。 

・類似工事履行実績の「１棟の延床面積が 100

ｍ2 以上」という基準は、どこで定めている

のか。 

 

（建築Ｂ等級工事） 

・工事成績の欄が空欄になっている者がいる

のはなぜか。 

・類似工事施工実績が哺育舎となっているが、

これは入札参加資格要件にあてはまるのか。 

 

 

○指名競争入札（委託業務） 

・入札の辞退の理由は何か。 

 

 

・建築設計と工事監理は、一緒に発注するこ

とはないのか。 

 

 

 

・入札の公表をした時点で、競争の原理が働

いており、制限付一般競争入札の場合は、１

者でも入札が成立することとしております。 

・類似の工事が多く、積算の精度も高いこと

から、落札率は高くなると考えています。 

・応札可能者数が原則２０者以上となるよう

に、入札手続等検討委員会検討部会で審議し

決定しています。 

 

 

・公社の契約履行実績がないため、工事成績

の欄が空欄になっています。 

・入札参加資格要件を家畜管理施設（畜舎・

搾乳舎など）としていることから、哺育舎が

含まれるものとしています。 

 

 

・「業務が立て込んでいるため」及び「業務に

就く人員確保が困難なため」というのが、辞

退の理由です。 

・建築設計に基づき工事の内容が決定するこ

とから、工事を発注するときに工事の監理も

発注するため、建築設計と工事監理は一緒に

発注することはありません。 

注）一部重複する確認事項等については除くものとする。 



（２）令和３年度入札契約制度に関する入札監視委員会の所管事務総括について 

【意見の具申又は勧告】 

公益財団法人北海道農業公社入札監視委員会の運営に関する事務処理要領第８に基づ

く「意見の具申又は勧告」に関し、令和３年度の抽出案件に係る審議又は現地調査の結

果から、入札・契約手続の運用状況等について、適切を欠くなど是正すべきことはなか

ったと判断する。 

【再苦情の処理】 

公益財団法人北海道農業公社入札監視委員会の運営に関する事務処理要領第９に基づ

く「再苦情の処理」に関し、令和３年度の工事等における全案件について、再苦情の申

立てはなかった。 

３ 協議事項 

（１）令和４年度北海道農業公社入札監視委員会の活動計画について 

ア 令和４年度建設工事・委託業務発注予定一覧 

イ 令和４年度建設工事発注予定概要 

ウ 令和４年度委託業務発注予定概要 


